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≪ は じ め に ≫

全宅連、全宅保証では、協会活動を一般消費者の方に理解していただくため、

９月２３日を「不動産の日」と定め、広く周知活動を行っております。

この度、「不動産の日」の９月２３日から１０月３１日までの間、インターネットを活用

して一般消費者の方を対象に実施した「住宅の居住志向及び購買等に関する意識

調査」について、結果がまとまりましたので発表します。

◆（社）全国宅地建物取引業協会連合会〔略称「全宅連」〕 （会長 伊藤 博）

全宅連は、宅地建物取引業法第74条に定められた団体で、宅地建物取引業法の

適正な運営を確保し、その健全な発達を図るため、会員である都道府県宅地建物取

引業協会の指導及び連絡に関する事務を行うことを目的としています。

◆（社）全国宅地建物取引業保証協会〔略称「全宅保証」〕 （会長 伊藤 博）

全宅保証は、全宅連を母体として、宅地建物取引業法に基づき設立された保証機

関です。

消費者からの苦情の解決、会員業者の研修、取引で生じた損害に対する弁済業務

の他、手付金等保管事業、宅地建物取引業の健全な発達と資質の向上および消費

者の保護を図る業務などを行っています。

（会員数１０４，３３１名：正会員・準会員合計 平成22年3月31日現在）
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≪ 目 次 ≫

Ｑ１ 不動産は買い時ですか

Ｑ１‐Ａ 買い時だと思う理由は何ですか

Ｑ１‐Ｂ 買い時だと思わない理由は何ですか

Ｑ２ 現在のお住まいの満足度は何点ですか（持家／賃貸）

Ｑ３ 現在のお住まいに関係なく、「持家派」？「賃貸派」？どちらですか

Ｑ３‐Ａ 「持家派」（一戸建派・マンション派含む）とお答えの理由を教えて下さい

Ｑ３‐Ｂ 「賃貸派」（一戸建派・集合住宅派含む）とお答えの理由を教えて下さい

Ｑ４ 住宅を購入する際のポイントは何ですか

Ｑ５ 住宅を借りる際のポイントは何ですか

Ｑ６ 物件情報の入手方法は何ですか

Ｑ７ インターネットで不動産物件情報の検索サイトを利用したことがありますか

Ｑ８ パソコン以外で不動産物件検索サイトを利用したことがありますか

Ｑ９ 住宅を買ったり売ったりする時に、どのような税金等の優遇措置があればよいと思いますか

Ｑ１０ リフォームされた中古住宅の購入を考える場合、必要と思われるのはどれですか
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≪ 住宅の居住志向及び購買等に関する意識調査 実施概要 ≫

■ 調 査 期 間 ：２０１０年９月２３日（木）～１０月３１日（日）

■ 調 査 方 法 ：全宅連・全宅保証ホームページにて、インターネットによるアンケート調査

（URL http://www.zentaku.or.jp/）

■ 調 査 対 象 ：地域 日本国内全地域

：年齢 ２０歳以上

：性別 男女

■ 有効回答者数 ：１６，５７８件

■ 回答者内訳

http://www.zentaku.or.jp/
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≪ 住宅の居住志向及び購買等に関する意識調査 実施概要 ≫

■ 回答者内訳
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≪ 調 査 結 果 概 略 ≫

■ 不動産の買い時

・10年度調査時において、「買い時だと思う」は31.5％と、09年度調査時に比べ0.6ｐｔ上昇であまり変化はないが、「分から
ない」が４割以上あるものの、「買い時だと思わない」が減りつつあり、買い時感が上昇している傾向にある。

・買い時だと思う理由について、「住宅ローン減税など税制優遇が実施されているから」が51.6％と最も多く挙げられ、税制
優遇の利点によって買い時感に与える影響が最も大きい。今年から導入された「住宅エコポイント」も購入喚起を促す影響
を与えている。買い時でない理由については、「自分の収入が不安定または減少しているから」が52.5％と最も多く挙げら
れ、経済的不安定感が、買い時でないと感じる大きな理由である。

■ 現住居満足点 ／ 持家派 or 賃貸派 （現住居問わず）

・ 現在「持ち家」に住んでいる方の平均得点は73.2点、「賃貸」では平均得点は66.2点となっており、「持家派」居住者の
方が、住まいに対しての満足度が高い。

・ 現在の居住形態に関わらず、「持家派」か「賃貸派」では、「持家派」が87.7％と9割近くを占める。「持家派」の理由につ
いては、「家賃を支払い続ける事が無駄に思えるから」が62.7％と多く挙げられた。「賃貸派」の理由については、「住宅
ローンに縛られたくないから」が49.1％が最も多く挙げられ、続いて「仕事等の都合で引っ越しする可能性があるから」
42.3％となっている。

■ 住宅購入重視点／賃貸重視点

・ 住宅購入重視点、賃貸重視点共にＴＯＰ3に同様の項目が挙げられ、「購入」「賃貸」に関わらず重視点は変わらない傾
向にある。共に最も多く挙げられたのは、「不動産の価格」「賃料」であるが、「賃貸」の方がより重視している傾向にある。
次いで「購入」については、「周辺・生活環境が良い」、「賃貸」については、「交通の利便性が良い」の方を重視している傾
向にある。
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≪ 調 査 結 果 概 略 ≫

■ 物件情報入手経路／不動産物件情報検索サイト利用状況（インターネット／パソコン以外）

・ 物件情報入手経路では、「インターネット・携帯サイト」が最も多く挙げられ、若年層ほどよく利用している一方、高年齢
層は「新聞折り込みチラシ」をよく利用している傾向が見られ、年代により利用する情報入手媒体に差異が見られる。

・ 不動産物件情報検索サイト利用状況について、インターネットに関しては「賃貸物件を探す時に利用したことがある」が
53.3％と最も多く挙げられる。パソコン以外に関しては「利用したことがない」が75.7％と最も多く挙げられているが、次いで
「携帯電話のサイトから賃貸物件を探す時に利用したことがある」が21.4％と続いている。インターネット／パソコン以外とも
に、若年層の利用経験が高く、その一方で高年齢層の利用経験が低くなっている。

■ 住宅売買時に望む優遇措置

・ 住宅売買時に望む優遇措置について、「住宅の購入時にかかる税金の軽減措置」75.0％が最も多く挙げられる。次いで
「住宅ローンの借入金の残高に応じて所得税が軽減される措置」が58.0％となっているが、60代以上の層は低い傾向を示
している。

■ リフォーム済中古住宅購入時に必要なもの

・ リフォーム済中古住宅購入時に必要なものについて、「品質保証が付されていること」75.6％が最も多く挙げられ、 続い
て「適切なリフォームがされていると第３者機関に評価されていること」が71.3％となっている。
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ１ 不動産は買い時ですか

■ 買い時だと思わない、微減 （０９年度調査時比較）

■ 「買い時だと思う」31.5％（＋0.6ｐｔ） ／ 「買い時だと思わない」21.9％（－4.0ｐｔ）

◆ 10年度調査時において、「買い時だと思う」31.5％、「買い時だと思わない」21.9％、「分からない」46.6％と、

「分からない」が最も高く、「買い時だと思う」は全体の約３割となっている。

◆ 09年度と比較して10年度は、「買い時だと思う」0.6ｐｔ上昇であまり変化はなく、「買い時だと思わない」4.0ｐｔ下降で微減。

「分からない」も3.4ｐｔ上昇しているが、「買い時だと思わない」が減少しつつあるので、購入のタイミングをうかがって

いるとも見受けられる。

＜ ０８年度～１０年度 不動産は買い時か ：年代／地域別 ＞

＜ ０８年度～１０年度 不動産は買い時か ：全体 ＞

－4.0pt
＋0.6pt

＋3.4pt
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ１‐Ａ 買い時だと思う理由は何ですか

■ 税制優遇の利点 「住宅ローン減税など税制優遇が実施されているから」51.6％

■ 「住宅エコポイントが実施されているから」12.7％

◆ 不動産が買い時だと思う理由では、「住宅ローン減税など税制優遇が実施されているから」が51.6％と最も多く挙げら

れている。続いて「不動産価格が安定または上昇しそうだから」は16.8％と、昨年と比較して全体としては下がっては

いるが、50代以上の層では意識が高い。

◆ 「住宅エコポイントが実施されているから」12.7％と、今年から導入された住宅エコポイントが購入喚起を促す傾向が

見られる。

＜ ２０１０年度 不動産が買い時だと思う理由（買い時だと思う人のみ） ＞

【２０１０年度 ＴＯＰ３】

1 住宅ローン減税など税制優遇が実施されているから

2 不動産価格が安定または上昇しそうだから

3 住宅エコポイントが実施されているから

【２００９年度 ＴＯＰ３】

1 住宅ローン減税など税制優遇が実施されているから

2 不動産価格が安定または上昇しそうだから

3 住宅ローンの金利が上昇しそうなので

【２００８年度 TOP３】

1 今後消費税が増税されそうなので

2 今後は不況になりそうだから

3 住宅ローン金利が上昇しそうなので
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ１‐Ｂ 買い時だと思わない理由は何ですか

■ 経済的不安定感 「自分の収入が不安定または減少しているから」52.5％

■ 「不動産価格が下落しそうだから」30.4％

◆ 不動産が買い時だと思わない理由では、「自分の収入が不安定または減少しているから」が52.5％と最も多く挙げら

れ、全体の半数以上をしめており、年代が若い程強く感じている。続いて、「不動産価格が下落しそうだから」が30.4％

と挙げられ、特に50代以上の層が強く感じている。

＜ ２０１０年度 不動産が買い時だと思わない理由（買い時だと思わない人のみ） ＞

【２０１０年度 ＴＯＰ３】

1 自分の収入が不安定または減少しているから

2 不動産価格が下落しそうだから

3 住宅ローン減税など税制優遇が見直されそうだから

【２００９年度 ＴＯＰ３】

1 自分の収入が不安定または減少しているから

2 不動産価格が下落しそうだから

3 住宅ローン減税などの税制優遇が見直されそうだから

【２００８年度 TOP３】

1 景気回復の実感がないから

2 今後とも地価が下落しそうなので

3 住宅ローン減税が延長されると思うから
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ２ 現在のお住まいの満足度は何点ですか（持家／賃貸）

■ 「 持家 」 平均得点 ：73.2点

■ 「 賃貸 」 平均得点 ：66.2点

◆ 現在「持家」に住んでいる方の、平均得点は73.2点、「賃貸」では66.2点となっており、「持家」に住んでいるほうの方が

住まいに対しての満足度が高く、「持家」居住者の得点は、「賃貸」居住者に比べ、80点台に多く分布している。

◆ 「持家」「賃貸」共に、80点を中心に分布しており、現在の住居に対して、「持家」「賃貸」共に一定の満足を得ていると

考えられ、09年度調査時と比べ大きな差異は見受けられない。

＜ ２００８年度～２０１０年度 住宅満足度 平均得点 ＞

＜ ２０１０年度 住宅満足度 平均得点／得点分布 ＞

持家 平均得点：73.2点

賃貸 平均得点：66.2点
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ３ 現在のお住まいに関係なく、「持家派」？「賃貸派」？どちらですか

■ 「持家派」87.7％ （ 一戸建て71.7％ ＋ マンション16.0％ ）

■ 「賃貸派」12.3％ （ 一戸建て2.7％ ＋ 集合住宅9.6％ ）

◆ 10年度調査時において、持家派は87.7％と全体の９割近くを占めており、08年度／09年度調査時と同様の傾向が見

受けられる。特に「持家・一戸建て」が全体の７割を占める。

◆ 居住形態に関係なく、潜在的に「持家」を持ちたいという意識が高いことがうかがえる。

＜ ０８年度～１０年度 持家派 ｏｒ 賃貸派 ＞

＜ ２００８年度～２０１０年度 持家派 ｏｒ 賃貸派 ： 年代／地域別 ＞

＜ １０年度 持家派 ｏｒ 賃貸派 詳細 ＞
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ３‐Ａ 「持家派」（一戸建派・マンション派含む）とお答えの理由を教えて下さい

■ 家賃が無駄 「家賃を払い続ける事が無駄に思えるから」62.7％

■ 「持家を資産と考えているから」39.8％ ／ 「落ち着きたいから」37.0％

◆ 持家派の理由では、「家賃を払い続けることが無駄に思えるから」が62.7％と最も多く挙げられ、次いで「持家を資産

として考えているから」が39.8％、「落ち着きたいから」37.0％と続く。ＴＯＰ３に挙げられる理由は、08年度／09年度

調査時と同様の項目が挙げられる。

◆ 「マイホームを持つのが夢だから」は28.9％で、全体と比較して年代が若い程最も強い傾向を示している。

＜ １０年度 持家派 理由 ＞

【２０１０年度 ＴＯＰ３】

1 家賃を支払い続ける事が無駄に思えるから

2 持家を資産と考えているから

3 落ち着きたいから

【２００９年度 ＴＯＰ３】

1 家賃を支払い続ける事が無駄に思えるから

2 持家を資産と考えているから

3 落ち着きたいから

【２００８年度 TOP３】

1 家賃を払い続ける事が無駄に思えるから

2 落ち着きたいから

3 持家を資産として考えているから
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ３‐Ｂ 「賃貸派」（一戸建派・集合住宅派含む）とお答えの理由を教えて下さい

■ 経済的拘束の回避 「住宅ローンに縛られたくないから」49.1％

■ 環境の変化による引っ越しの可能性 仕事等の都合で42.3％／家族構成の変化で33.3％

◆ 賃貸派の理由としては、「住宅ローンに縛られたくないから」が49.1％と最も高く、次いで「仕事等の都合で引っ越しす

る可能性があるから」が42.3％と続き、経済的な拘束を避ける理由や、環境の変化による引っ越しの可能性が賃貸派

の理由で多く挙げられる。

◆ 「住宅ローンに縛られたくないから」では高年齢層ほど傾向が強く、「仕事の都合で引っ越しをする可能性があるから」

では低年齢層ほど傾向が強い。

＜ １０年度 賃貸派 理由 ＞

【２０１０年度 ＴＯＰ３】

1 住宅ローンに縛られたくないから

2 仕事等の都合で引っ越しする可能性があるから

3 家族構成の変化で引っ越しする可能性があるから

【２００９年度 ＴＯＰ３】

1 住宅ローンに縛られたくないから

2 仕事等の都合上で引っ越しする可能性があるから

3 家族構成の変化で引っ越しする可能性があるから

【２００８年度 TOP３】

1 住宅ローンを抱え経済的に縛られたくないから

2 仕事等の都合で引っ越しする可能性があるから

3 固定資産税など持家は管理が大変だから
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ４ 住宅を購入する際のポイントは何ですか

■ 住宅購入重視点 「不動産の価格」53.1％

■ 生活環境を重視 「周辺・生活環境が良い」52.0％、「交通の利便性が良い」50.6％

◆ 住宅購入時に重視する点について、「不動産の価格」が53.1％で最も多く挙げられ、08年度／09年度に続き「価格」が

最も多く挙げられている。次いで「周辺・生活環境の良さ」52.0％、「交通の利便性が良い」50.6％と、生活環境を重視

する傾向が見られる。

◆ 60代以上の層は全体と比較して「交通の利便性」を重視するが、「間取り」についての重視度はそれほど高くない。

＜ １０年度 住宅購入重視点 ＞ 【２００８年度 TOP３】

1 価格

2 交通が便利

3 日当たり・住宅の向き

【２０１０年度 TOP３】

1 不動産の価格

2 周辺・生活環境が良い

3 交通の利便性が良い

【２００９年度 TOP３】

1 不動産の価格

2 周辺・生活環境が良い

3 交通の利便性が良い
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ５ 住宅を借りる際のポイントは何ですか

■ 賃貸重視点 「賃料」80.4％

■ 生活環境の重視 「交通の利便性が良い」59.3％、「周辺・生活環境が良い」41.0％

＜ １０年度 住宅賃貸重視点 ＞

◆ 賃貸時に重視する点については、「賃料」が80.4％が最も多く挙げられ、次いで「交通の利便性が良い」が59.3％、

「周辺・生活環境が良い」が41.0％と、「賃料」に次いで生活環境を重視する傾向が見受けられる。

◆ 「賃料」は、全体の約８割と重視する意識が高く、若年層ほどその傾向が強い。「交通の利便性が良い」では高年齢

層ほど重視する傾向が見られ、特に60代以上の層で最も多く挙げられている。また、60代以上の層は 「賃料」「間取り

数・間取りプラン」が他の年齢層より重視度が低い。

【２０１０年度 TOP３】

1 賃料

2 交通の利便性が良い

3 周辺・生活環境が良い

【２００９年度 TOP３】

1 賃料

2 交通の利便性が良い

3 周辺・生活環境が良い
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ６ 物件情報の入手方法は何ですか

■ 物件情報入手経路 「インターネット・携帯サイト」66.8％

■ 若年層 「インターネット・携帯サイト」 ／ 高年齢層 「新聞媒体」

◆ 物件情報入手経路について、「インターネット・携帯サイト」が66.8％と最も多く挙げられ、次いで「新聞折り込みチラ

シ」60.7％、「不動産情報誌」59.6％と続く。

◆ 「インターネット・携帯サイト」では若年層ほど高く、「新聞折り込みチラシ」では、高年齢層ほど高い傾向が見受けられ、

年代により利用する情報入手媒体に差異が見られる。

＜ １０年度 物件情報入手経路 ＞ 【２００８年度 TOP３】

1 不動産情報誌

2 オープンハウス・モデルルーム

3 新聞折り込みちらし

【２０１０年度 TOP３】

1 インターネット・携帯サイト

2 新聞折り込みチラシ

3 不動産情報誌

【２００９年度 TOP３】

1 インターネット・携帯サイト

2 新聞折込チラシ

3 不動産情報誌
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ７ インターネットで不動産物件情報の検索サイトを利用したことがありますか

■ インターネット不動産物件情報検索サイト利用状況 「利用経験者」74.0％ 「非利用経験者」36.4％

■ 賃貸物件検索手段として 若年層 「利用経験が高い」 ／ 高年齢層 「利用経験が低い」

◆ インターネットでの不動産物件情報検索サイト利用状況について、賃貸物件または売買物件を探す時に利用したこ

とがある「利用経験者」は74.0％、「非利用経験者」は36.4％

◆ 不動産物件検索手段として、若年層の利用経験が高く、高年齢層の利用経験が低い。

＜ １０年度 インターネット不動産物件情報検索サイト利用状況 ＞
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ８ パソコン以外で不動産物件検索サイトを利用したことがありますか

■ パソコン以外不動産物件検索サイト利用状況 「利用経験者」27.8％ 「非利用経験者」75.7％

■ 携帯電話のサイトから利用 若年層 「利用経験が高い」 ／ 高年齢層 「利用経験が低い」

◆ パソコン以外での不動産物件検索サイト利用状況について、携帯電話またはスマートフォンで賃貸物件・売買物件を

探す時に利用したことがある「利用経験者」は27.8％。「利用したことがない」が75.7％と回答。

◆ 携帯電話のサイトからの利用経験は、若年層が利用経験が高く、特に20代は45.7％と高い。それに対し、高年齢層

の利用経験は低い。

＜ １０年度 パソコン以外不動産物件検索サイト利用状況 ＞
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≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ９ 住宅を買ったり売ったりする時に、どのような税金等の優遇措置があればよいと思いますか

■ 住宅売買時に望む優遇措置 「住宅の購入時にかかる税金の軽減措置」75.0％

■ 「住宅ローンの借入金の残高に応じて所得税が軽減される措置」58.0％

◆ 住宅売買時に望む優遇措置について、「住宅の購入時にかかる税金の軽減措置」75.0％が最も多く挙げられ、次いで

て「住宅ローンの借入金の残高に応じて所得税が軽減される措置」が58.0％となっている。

◆ 「住宅ローンの借入金の残高に応じて所得税が軽減される措置」 は全体と比較して60代以上の層は低い傾向にある。

「現在住んでいる住宅を売って新たに買い換えるときの税金の軽減措置」は全体26.0％と比較して、50代以上の層

は高い傾向を示している。また、現在持家に住んでいる方では35.6％と、全体の26.0％に比べ9.6高い。

一方、賃貸派の中で、相続する予定の家がある方は、「住宅を親から相続したときの税金の軽減措置」を5割強が望ん

でいる。このようにライフステージによって、求める優遇措置が異なる。

＜ １０年度 住宅売買時に望む優遇措置 ＞



20

≪ 調 査 結 果 ≫

Ｑ１０ リフォームされた中古住宅の購入を考える場合、必要と思われるのはどれですか

■ リフォーム済中古住宅購入時に必要なもの 「品質保証が付されていること」75.6％

■ 「適切なリフォームがされていると第３者機関に評価されていること」71.3％

◆ リフォーム済中古住宅購入時に必要なものについて、「品質保証が付されていること」75.6％が最も多く挙げられ、

続いて「適切なリフォームがされていると第３者機関に評価されていること」が71.3％となっている。

◆ 購入する価値のある確かな品質を示す必要がある。

◆ 全ての項目で若干女性の方が高い数値を示している。

＜ １０年度 リフォームされた中古住宅購入選考時に必要と思うこと ＞
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この調査に関するお問い合わせ

社団法人 全国宅地建物取引業協会連合会（全宅連）

管理部 広報担当：小川 袴田

〒１０１－００３２ 東京都千代田区岩本町２－６－３ 全宅連会館

電話 ０３ （５８２１） ８１８１

ＦＡＸ ０３ （５８２１） ８１０１

http://www.zentaku.or.jp/index.html
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